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年 4 月、ヒトラーはポーランド攻撃「白作戦（Fall Weiß）」16 の準備を命令し、
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シャワは降伏した。最後のポーランド部隊が10月 6 日、降伏した。 9 月28
日の独ソ国境・友好条約が停戦ラインを決定した。ポーランド国領土の約
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き事件は、ドイツ奇襲攻撃開始すぐの 9 月 3 日にブロンベルクで発生した。
この事件で約300人のドイツ系住民が犠牲になった。「ブロンベルクの血の
日曜日」は、野蛮な報復作戦を引き起こした。ナチ・プロパガンダがこの

















　以上のほか、戦場では約 3 万 2 千人のユダヤ人の兵士と将校が戦闘行為
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遅れて、 4 月 1 日に第二近距離計画の追放が始まった。今や、被追放者の
圧倒的多数は、ポーランド人であった。40年秋には、改めてかなりの数のポー
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などからウッチに新しく連行された 2 万人のユダヤ人や 5 千人のジプシーは、
燃料・食料・宿泊所などの欠乏で受け入れ余地なしとして、12月から郊外クル
ムホーフにおいて移動型ガス自動車で殺害された。拙稿「特
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